
( 2026年度・大学院　看護福祉学研究科 )

障害福祉研究

[研究]　1年・2年　選択　30時間　2単位

《担当者名》〇橋本　菊次郎 hashimoto-kiku@hoku-iryo-u.ac.jp　　向谷地　生良（客員）ikuyoshi@hoku-iryo-u.ac.jp

【概　要】

さまざまな障がいを持つ人たちの社会参加の促進が重要な政策課題となる中で、特に触法障がい者への支援のあり方が大きな課

題となっている。この講義で、触法障がい者を巡る司法精神医療や福祉の現状に触れながら、我が国の法的な理解と対応と支援

体制の貧困の背景にある課題を、歴史的に紐解きながら、海外の現状と照らし合わせながら、今後の方策のあり方を学ぶ。

【学修目標】

触法障がい者問題が、司法福祉施策等の貧困を背景として生じる問題であることの手掛かりを得るとともに、具体的な支援のあ

り方についても、提案できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

２

イントロダクション

刑法の歴史と触法障がい者問題

授業ガイダンス

講義の全体の構成・狙いについて説明し、現時点にお

ける自身の刑事司法と福祉（「障がい者が犯罪を行っ

た時どのように扱われてきたか」など）についての理

解度について確認する。

橋本

向谷地

３

４

近年の矯正の動向および触法障がい

者の支援の現状と課題

障がい者における累犯障がい者および近年の矯正の在

り方など最新情報について学び、特別講師とディスカ

ッションをし、刑事司法の在り方について考察する。

中島学（特別講師）第３

回、第４回

橋本

向谷地

５

６

医療観察法の現状と課題 医療観察法対象者の支援の現状と課題について学ぶ。 澤下靖典：社会復帰調整

官（特別講師）第５回

橋本

向谷地

7

８

医療観察法の現状と課題② 医療観察法対象者に対する差別の解消及び偏見を除去

するためのプログラムの解説

望月和代（特別講師）第

７回・佐藤園美（特別講

師）第８回

橋本

向谷地

９

10

刑事司法と福祉の実際 札幌刑務所見学

刑務所における受刑者の出所支援の実際、当事者研究

の実践について学ぶ。

橋本

向谷地

11

12

医療観察法における入院処遇の実際 医療観察病棟見学

指定入院医療機関における当事者研究の実践と退院支

援の実際（社会復帰調整官との連携などについて）

橋本

向谷地

13

14

触法精神障がい者のおかれている状

況および矯正施設処遇や出所後の支

援

精神障がいを抱える中で犯罪に関わり、幾度となく矯

正施設入所経験を持つ当事者の体験を聞き、触法精神

障がい者の支援について議論する。

橋本

向谷地

15 まとめ

司法福祉における支援と課題

これまでの授業内容を振り返り、特に見学を通して学

んだことをプレゼンテーションを行い、ディスカッシ

ョンする。

橋本

向谷地

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による
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【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

プレゼンテーション（30％）、準備・参加状況（30％）、課題レポート（40％）による評価

【教科書】

適宜紹介する

【参考書】

講義時に提示

【学修の準備】

関連文献を読み、ディスカッション等に反映できるような準備が望まれる。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

DP2：社会福祉学における高度な専門的知識と技術を修得し、継続的な学術の探究と社会に発信するための基礎的な能力を身につ

けている。

【実務経験】

橋本菊次郎（精神保健福祉士）　向谷地生良（精神保健福祉士）

【実務経験を活かした教育内容】

触法障害者の支援および少年院、刑務所、医療観察病棟での当事者研究に携わった経験・知見に基づき講義を行う。


